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日立∪シリーズ エスカレータ
HitachiU-Series Escalator

近年,エスカレータは店舗及び鉄道などの公共施設にも広く普及し利用者も増加

しているので,従来以上に安全性の高い構造と,最近の建築内装によく調和した意

匠とが必要となってきた｡我々は,∠H司このような市場のニーズに応ずる新しい日

立U形シリーズ エスカレ【タを開発した｡

このエスカレータには,デマケーション ライン付ステップ,ハンドレール出入口

安全装置などの安全増機構を抹り入れている｡また,意匠面では角形状の欄干ター

ミナル,外デッキカバーのアクセント ライン及び新形ハンドレールの適用などでそ

の面目を一新した｡

□ 緒 言

近年,デパート,スーパーマーケットなどの大形店舗の拡

大発展は目覚ましく,我々の生活に大きな便宜を与えている｡

また,都市内の高層建築物の増加や大都市を中心とした地下

錬及び高架鉄道の発達は,急速な発展を続ける現代社会に大

きな機動性を与えている｡エスカレータは,これらの設備や

建物に集中する多数の人々の通行に秩序を与え,ド皆高差の大

きい階†未開を速くスムーズに輸送するために,欠くことので

きぬ交通機関であって,最近その普及,発達は目′覚ましいも

のがある｡

しかL,その普及とともにこれに不慣れな利用者,誤った

釆I)方をする人,イー供のいたずらなどが増えており,このた

め,エスカレータの設置条件や管理体制をいっそう改善する

一一方,機器構造の安全増しが望まれている｡

一方,エスカレータは+建物の中で大きな面相を占め,且つ

レイアウト上から目だつものであるため,単に輸送機能だけ

でなく,建物の-一一部としての意lラモ効果をも併せて要求される｡

我々は,今日まで,建築物や需要分野の変化に合わせて多椎

類の機能,意匠をもったエスカレータを開発してきたが,最

近,建築物の規模,工法,及び意匠も変化してきており,こ

れらに対応してエスカレータにも変化が求められている｡

これらの要望に応ずるため,従来の日立エスカレータの仕

様及び,性能を総合的にあらためて検討し,新標準機種とし

て日立Uシリーズ エスカレータを開発,完成した｡

以下,この論文では新シリーズ エスカレータの安全増し構

造,及び新意匠について述べる｡

同 日立∪シリーズ エスカレータの安全性(t■

従来から,日立エスカレータは,永年の経験によって安全

性の高い栴造となっておr),国内法規だけでなく表1に示す

ように,世界各国のエスカレータ安全規格の基になってし-る

アメリカの安全規格(American NationalStandard Saf-

ety Code)にも合格している｡しかし,前述したように利用

者の増加に伴って不i主意な乗り方や子供のいたずらなどが増

えてきており,従来以上の安全増し構造が必要となってきた｡

そこで,Uシリーズ エスカレータでは特に問題の起こりやす

いステップまわり,ハンドレールHl入【ニー部及びJ末の構造につ

いて,あらためて検討し,改良を施した｡
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表l 日立エスカレータの安全装置とアメリカ安全規格の対比

日立エスカレータは,アメリカの安全規格に合格していることはもちろん,そ

れ上⊥上の安全増しをj采り入れた構造であることが分かる｡
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分
安 全 項 目 単位

アメリカの

安全規格

日 立

エスカレータ

ス

テ

ツ

プ

♂)

寸

ミ去

ス テ ッ プ の 奥 行 (mm) 400以上 40了.5

ス テ ッ プ 間 の 段 差 (mm) 216以下 205

ス テ ッ プ の 幅 (mm) 406以上l′O16以下 604,,.004

ク リ
ー

ト 溝 の ピ ッ チ (mm) 9,5以下 8.4

ク リ
-

ト)毒 の 深 さ (mm) 9.51よ上 ll.0

ク リ
ー

ト 溝 の 幅 (mm) 6.41よ下 5.8

ステップとスカート ガードの隙間 (mm) 4,8以下 3以下

安

全

装

置

非 常 停 止 ス イ ッ チ イ寸 イ寸

ステップチェーン破断安全装置 イ寸 イ寸

駆動チェーン破断安全装置 付 イ寸

スカート ガード安全装置 下部に付ける 上,下郎にイ寸ける

二のほか,日立エスカレータにはステップ異常走行検出装置,ハンドレ

ール出入口安全装置を付けている｡

2.1 デマケーション ライン付ステップ

エスカレータのステップは,両側の固定壁となっているス

カート ガ､--ドとの間で相対運動が起こり,また乗l権Ll付近の

水平【如から小｢言_り部のド皆上貨形ご状へ変化する部分では,ステ･ソプ

踏血のクリートと,隣接するステップのライザの聞で朴け寸運動

が起二る｡その際に,乗客が柔らかいゴム底の靴やビニ…ル豊望

雨靴などを,スカート ガード面やライザ面に強く触れている

と,これらの靴は摩擦係数が高いためスカート ガードやライ

ザに吸着し,相対運動を生ずる際にわずかな隙間に[吸い込ま

れる可能性がある｡今回,我々はこの問題に対して,靴がス

カート ガードに触れにく く,且つ隙間を小さくすることを目

的としたデマケーション ライン付ステップ(特許申請中)を開

発した｡このステップをエスカレータに組み込んだこ状態を図

1に示す｡その構造の特長は次に述べるとおりである｡

(1)図2に示すように,クリ-トの両側にだいだい色のプラ

スチック製のデマケーション ラインを設けて,乗客にステッ

プの側端を明示して注意を喚起するとともに,両側端各2本

*日立製作所水戸二｢場
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図l デマケーション ラインイ寸ステップ ステップ3周辺に明るい色

のデマケーション ラインを取り付け,

いる｡

スカート ガートーー

取付はり

安全スイッチ

且つ側端の樗を高く Lて安全性を高めて

スカート ガ⊥ド

/

¶‾‾7

二/クリート

｢‾｢▼‾一ライサ
ーーブ

先端デマケーションライン

(だいだい色)

/靴

二吉8mm

両側端デマケーションライン

(だいだい色)

図2 ステップに関する安全構造 両側端デマケーション ラインによ

り,スカート カ+ドに足が触れるのを防ぎ,万一の場合でも安全スイッチによ

りエスカレータを停止し,乗客の安全を確保する｡

の桟は中央部よりも8mlⅥ高く して乗客のはき物がスカートか､

-ドに触れにく く している｡また,この高い構の上に足を乗

り上げたときでも,靴が傾いて靴の上端部がスカート か+一ド

面に触れにくいことを実験により確認している｡

(2)ライザ面と接するクリ-ト先端の幅約30mInを,だいだい

色のプラスチック製のデマケーション ラインとし,乗客に境

界線を明示して注意を喚起するとともに,桟の先端がライザ

の桟とかみ合って隙間を小さくする構造になっている｡

以上の安全増し構造に加えて,更に万一､はさまれ事故が

発生した場合にもエスカレータを直ちに停止できるよう,ス

カート ガードの裏面上下各2個所に安全スイッチを設けてあ

る｡
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2.2 ハンドレール出入口安全装置

ハンドレールがエスカレータ内部に入り込む部分には,J末

とハンドレールの間に細長い隙間があり,子供がこの付近で

進んでいる1祭,この隙間に巻き込まれたり,手先をハンドレ

ールの出入Uに引き込まれたりすることがある｡このような

事故防止のため,この部分には次のような安全増し構造を才采

り入れた｡

(1)図3に示すように,ハンドレール出入し憎βでハンドレー

ルと床の間隔を回転部150mm以上と大きくとI),子供の体が

はさまれないようにした｡

(2)デッキカバーを欄二｢ターミナル方向に張り出して,ハン

ドレール出入口部をおおいかくし,子供の目に触れにくくした｡

(3)ハンドレール出入口の保護カバー内に設けた安全スイッ

チ(特許申請中)により,異常状態発生の場合にはエスカレー

タを直ちに停止できる｡

2.3 乗 降 口

乗降口では乗客が固定J末と移動するステップの境界を確認

Lやすいように,I末の端に取-)付ける くし を注意色の明る

し､だいだい色とした｡また,この く し とステップクリート

面との隙間は,図4に示すように従来より′トさく3～4mlnと

して,異物がいっそうかみ込みにく く している｡現在この寸

法については,世界中でイギリス規格とオーストラリアのビ

クトリア州規格だけが規定しているが,これらの規格にも合

格するものである｡更に,床部に張r)出した欄干ターミナル

部の内デッキカバーが図5のように端部のほうへ伸びており,

乗{芹がスムーズに移動しやすくなっている｡

このほか,エスカレータ本体と建物との間で乗客が体をは

きまれる事故や,誤ってエスカレータの外へ転落する事故を

l坊止する狭角部保護板や,侵入ドガ+L柵などの安全設備につい

ても顧客の要求に応じられる体制をとっている｡
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図3 ハンドレール出入口安全装置 ハンドレールと床との間隔を

大きく とり,物がはさまれなし､ようにL,万一の場合でも安全装置に内蔵Lた

安全スイッチによりエスカレータを停止し乗客の安全を確保Lている｡
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ステッフ

だいだい色のくし

二こ==頚
､‾--二=====

くしとクリート上面との隙間 3～4mm

くしとクリート講底との隙間 3{`4mm

モニて夕
図4 乗降口の安全構

造 くLの色をだいだい

色とLて境界を明示L.ま

たステップ,く L間の隙間

を小さく Lて安全性を高め

た｡

ハンドレール

ンン`′ノ
内デッキカバー

//

外デッキカバー

図5 欄干ターミナル部 日立∪シリーズエスカレ‾タは,デッキカバー

をノ末方向に伸ばLた乗降しやすし､意匠である｡

田 日立∪シリーズ エスカレータの意匠と構造

日立Uシリーズ エスカレータの主な意匠と楠造を表2にホ

し,以下それぞれの粍椎の特長について説明する-.,

3.1 日立VC-UN形エスカレータ

日立VC-UN形エスカレータは,欄十パネルに厚い垂直の透

明強化ガラスを使用L,且つこのガラスを欄二1二支柱にも兼用

して不透明な支柱を仝r薙し,意匠の而で華やかさを増すこと

を図った｡この形式のエスカレータは,主に大きなデパート,

高級ホテル,大形事務所ビル向けに俺用される｡図6は日立

VC-UN形エスカレータの欄ニー∵ターミナル部を示すもので,角

ばった形と曲線とを組み合わせた独特の形状となっている｡

図7は欄干中間部をホすものであるが,面相の広い外デッキ

カバーに傾斜面と縦i叢校様を付け､且つ中央のガラス パネル

付近には着色レザーの帯を設けてアクセントを与えている｡

∴/
ノノ/

一一ガラスパネル

/七/■デッキ千バー

// / / /

VC-UN形

図6 VC-UN形エスカレータの欄干ターミナル形状

み合わせた特色のある意匠となっている｡.

角と円弧を組

表2 日立∪シリーズ エスカレータの意匠と構造 欄干ターミナル,

外テッキカバー,床部分に,それぞれ特色のある意匠を採り入れている-ノ

形 式 VC-UN形 EC-UN形 C-UP形

欄干 ター ミ ナル 角ばった形状 半円形状 半円形:伏

柱 な L 6-8本 意匠柱は不イ寸

アクセント ライン
凹凸アクセントライン

茄色アクセントライン
不 イ寸 不 イ寸

外デッキカバー イ頃斜付,アルミアルフうイト仕上 水 平

内テッキカバー アルミアルフ■うイトイ士上 不 付

照 明 付 不 付 不 付

床 ステンレス板,表面十文字模様エッチング仕上

ス テ■ ツ フ デマケーション ライン1寸一体成形ステップ

ハ ン ド レ
ー

ル 新形:伏澤形ハンドレール
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"仙一･一一-一一新形状ハンドレール

¶照明ランプ

ーー透明強化ガラス

傾斜した外デッキカバー

刑着色アクセント ライン

ーー内デッキカバー

スカートガ+ド

ステップ

図7 欄干の断面 日立VC-UN形エスカレータは,傾斜Lた外デッキカ

バー,着色アクセント ラインなど特色のある意匠を採り入れている｡

この帯の色はハンドレールの色に調和するように青色,茶色,

う ぐいす色の3色とした｡ハンドレールの下はスリム ライン

ランプの照明を配して,明るさを加えている｡図8に日立

別)0VC-UN形エスカレータの納入例を示す｡

3.2 日立EC-UN形エスカレータ

日立EC-UN形エスカレータは,欄干パネルに垂直の透明

強化ガラスを使用した,洗練された意匠のエスカレータであ

る｡このエスカレータは主に中･小ビル,スーパーマーケッ

トなどで使用され,短納期にも応じやすい形式のものである｡

欄干ターミナル部は半円形であるが,デッキカバーは欄干

ターミナル側へ張り出していて,外デッキカバーはVC-UN

形と同様に傾斜面を持っている｡

3.3 日立C-U P形エスカレータ

日立C-UP形エスカレータは,欄干パネルにメラミン化粧

板やステンレス鋼板を用いた丈夫な実用的エスカレータで,

鉄道の駅など公共性の高い場所での使用に適している｡この

形式のエスカレータは,屋外設置形,高掲程,2段通度式な

ど他の要求に応じられる構造のものも用意している｡

3,4 新形ハンドレール

エスカレータのハンドレ【ルは,薬事の安全を確保する重

要なものであるので,つかみやすく,永年の使用に耐え得る

丈夫なものであることが必要であると同時に,直接乗零の目

に触れるものであるので意匠効果の高いことが要求される｡

我々はこれまでにもハンドレール及びその駆動機構の開発と

改良に‾努めてきたが,Uシリーズ エスカレータでは前述した

ように,欄干ターミナル部を従来よr)小さな曲率半径の円弧

で構成しているので,屈曲惟に優れ耐久性も高いハンドレー

ルが必要である｡今回は意匠上の改善も加味した図9にホす

形状のハンドレールを開発した｡すなわち,新形ハンドレー

ルは外周長さを人の手のひらの大きさに合わせたつかみやす

いものとし,また,エスカレータの進行方向の流れを強調す

るように,肩の部分に直線が浮き出す形状として,欄干意匠

に調和するものとなっている｡また,このハンドレールは,
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図8 日立VC-UN形エスカレータ 建築意匠晶とLてのふんい気を備え

たエスカレ…タである()

表面ゴム

＼8＼

㌢/
キャンバス

図9 新ハンドレールの形状 新ハンドレールは,高さ(H)/幅(B)を小

さく L,つかみやすく,曲がりやすい形〕犬とLた.｡

従来より約10%薄くLて曲がI)抵抗を減らし,小さな半径の

曲げを必要とするUシリ【ズ エスカレータにも十分に使用で

きることを,長時間の寿命試験によ り確認Lている｡

3.5 床

エスカレ【タの乗降部の床は美しい意匠であること,乗客

が足を子骨らすことのなし-安全な踏面であること,及び耐†字幕毛

性が優れていることが必要とされる｡Uシリーズ エスカレー

タの床にほエ､ソナング加工したステンレス板を使用し,十下

校様と桁一丁を組み合わせた斬新な意匠を採用している｡

口 結 言

以_L､今匝】開発したUシリーズ エスカレータの安全増し構

造と意匠について述べた｡我々は,これによI)日立エスカレ

ータの性能が-イ貨と向__トニし,好評をもって市場に迎えられる

ものと確†言している｡

なおこ将来,エスカレータは従来以上に幅広い層の人々に利

用されていくので,我々は更に安全増L構造の研究を推進し

ていく考えである｡




